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	応用
	抗原情報
	背景
	ニコチン性アセチルコリン受容体（nAChR）は、シナプスにおける高速信号伝達を媒介するリガンド依存性イオンチャネルのスーパーファミリーに属します。nAChRは相同サブユニットからなる（ヘテロ）五量体です。筋肉型および神経型のnAChRを構成するサブユニットは、それぞれ異なる遺伝子によってコードされており、一次構造が異なります。神経型nAChRには、中心チャネル周囲に配置される相同サブユニットの種類によって複数のサブタイプが存在します。筋肉型α-1受容体（MIM 100690）のように、アセチルコリン結合部位と推定される部位に隣接するシステイン残基のペアを持つ場合、αサブユニットに分類されます。これらのシステイン残基を持たないサブユニットはβサブユニットに分類されます（Groot Kormelink and Luyten, 1997 [PubMed 9009220]）。 Elliott et al. (1996) [PubMed 8906617] は、各サブユニットの提案された構造は、保存された N 末端細胞外ドメイン、それに続く 3 つの保存された膜貫通ドメイン、可変細胞質ループ、4 番目の保存された膜貫通ドメイン、および短い C 末端細胞外領域であると述べています。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CHRNB3 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した SK-N-SH 細胞のフローサイトメトリー分析。

